








序言:昭和 48 年度より 3才児検診の一環として行われている静岡県の 3才児検尿の陽性率

を集計した。また静岡県立こども病院腎臓内科を 3才以下で受診した患児 69 名について疾

病分布、発症様式あるいは発見動機などの検討を行い 3才児検尿の意義について考察を加

えた。また 3才児検尿で発見された 3例をふくむ 4例の無症候性尿細管性蛋白尿症を経験

したのであわせて報告する。 


